
家畜衛生情報 

ブーンと不快なハエの音、ヒトや牛をイライラさせるばかりか、 
有害な病原体（サルモネラ等）を媒介し、 
近隣からの苦情などいいことはありません。 
ハエ対策を取って快適な畜産経営をしましょう。 

対策① ハエの発生源を無くす 

 ハエの発生源（ウジが発生するところ）を無くすのが最大の対策です。 
 発生源は、水気があってウジの食べ物があるところです。 
 糞尿が溜まる場所、飼槽の食べ残し、通路などのゴミ、畜舎の隅、 
   水分調整不十分の堆肥舎など、いろいろなところに発生源があります。 
 できれば毎日、少なくても１週間に一度（ウジが成虫になる前に）は、 
       除糞や清掃を行いましょう。 
 風通しを良くして乾燥させる、飼料箱にはフタをするなども良い方法です。 

対策② 幼虫（ウジ）を無くす 

 発生源への昆虫発育抑制剤（ＩＧＲ系）の散布は効果が高く、基本対策です。 
 使用する薬剤の用法を守り、定期的(1ヶ月に一度）に散布しましょう。 

対策③ 成虫を飛ばせない 

 発生源を無くし、ウジ対策をやった上で、成虫対策を行うことが効果的です。 

 成虫対策には毒餌法が効果があります。ハエを引きつける砂糖、酢、ミルク
などに昆虫発育抑制剤を混ぜて、皿やボトルに入れる方法や壁や、柱に直
接吹き付ける方法があります。 

 薬剤の吹きつけには、ハエが休息する夕方や雨の日が効果が高く、特に天
井に止まる習性があるので天井への散布が有効です。 
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暑い季節がやってきます。 
事前にハエ対策をしましょう!! 
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【注意!!】畜産物に殺虫薬剤を残留させないため、畜体への直接噴霧を認められていない薬品を
使用する際には、家畜に暴露させないこと、休薬期間（使用禁止期間）を守ること等、定められた
用法・用量を守って使いましょう。また、使用の際には記録を残しましょう。 


